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第１章 エコぷりんと５ Autoについて 
このたびは、エコぷりんと５ Auto 1 年版をお買い上げいただき、ありがと

うございます。エコぷりんと５ Auto 1 年版は、インストールするだけで、イ

ンク/トナーの使用量を 25%節約できるソフトです。設定は一切不要で、

印刷時に節約モードを選択するだけでインク/トナーが節約されます。 

 
１-１ 動作環境 
＜必要なシステム＞ 

 

１-２ 注意事項 
■ 本製品の使用期間は 1 年間です。次年度以降もご利用いただく

場合は、更新用インストールキーをご購入いただくことで、使用期

間を 1 年間延長できます。 

■ サーバ OS には対応していません。 

■ インク/トナーの節約率は 25%で固定です。変更はできません。 

■ 環境によっては節約処理に時間が掛かる場合があります。 

■ ご使用のプリンタドライバのバージョンが古い場合、うまく節約され

ないことがあります。その場合は、最新のプリンタドライバをインスト

ールしてからお試しください。 

■ ドットマトリクスプリンタやプロッタ、その他特殊なプリンタには非対

応です。 

■ Windows 8 ではデスクトップアプリケーションとして動作します。 

■ お持ちのプリンタがご使用の環境に対応していない場合、本製品

は使用できません。 

対応 OS： Windows XP/Vista(32 ビット)、7/8(32 ビット/64 ビット) 

対応機種： 上記 OS が正常に動作するパソコン 

（PC/AT 互換機） 

対応 CPU： Intel Pentium またはその互換 CPU 最低 1GHz 以上  

(Intel Core2 またはその互換 CPU 2GHz 以上を推奨) 

メモリ： XP の場合、最低 512 MB 以上(推奨 1GB 以上) 

Vista/7/8 の場合、最低 1.5GB 以上(推奨 2GB 以上) 

ディスクの

空き容量： 
10MB 以上 

モニタ： SVGA モニタ 
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第２章 インストール手順と使用方法 
ここでは、Windows 7 の画面を例に、製品のインストール手順と使用方法

をご案内いたします。 

 
２-１ インストール手順 

 
(1) ダウンロードしたファイル、「EP5A_DL.zip」を右クリックし、「すべて

展開」をクリックします。保存先の選択画面が表示されたら、任意

の場所を選択し、展開します。 

 
 

(2) 展開先のフォルダを開き、autorun.exe をクリックします。以下の画

面が表示されたら「インストール」をクリックします。 
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(3) Install Shield ウィザードが表示されたら「次へ」をクリックします。 

 
 

(4) 使用許諾契約の画面が表示されます。内容を確認後、「使用許

諾契約の条項に同意します」を選択し、「次へ」をクリックします。 
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(5) インストールキーを半角大文字で、ハイフンを含めて入力します。入

力後、「次へ」をクリックします 

 
 
(6) インストール先のフォルダの選択画面が表示されます。特に変更する

必要がなければ、そのまま「次へ」をクリックします 
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(7) インストールが開始されます。 

 
 

(8) 完了画面が表示されたら「完了」をクリックしてウィザード画面を終了し

ます。 

 
 

以上でインストールは完了です。 
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２-２ エコぷりんと 5 Autoの使用方法 

エコぷりんと 5 Auto は、インストール直後から節約機能が有効にな

るため、設定は一切必要ありません。ここでは、製品の使用方法を

ご案内いたします。 

 

(1) インストール後、印刷の操作を行います。以下は PDF ファイルを

印刷する場合の画面例です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷ボタンをクリックします。 

OK をクリックし、印刷を開始します。 
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(2) 印刷の開始前に、モードの選択画面が表示されます。 

 
通常は、「標準モード」を選択し、「はい」をクリックします。これで

節約モードで印刷が行われます。「いいえ」をクリックした場合、節

約モードではなく通常の印刷が行われます。 

以上で操作は完了です。 

 

※ 「高精細モード」を選んだ場合、「標準モード」より印刷処理にか

かる時間は長くなります。「標準モード」での印刷がうまくいかない

場合に「高精細モード」をお試しください。節約率はどちらも 25%で

固定です。 

 

※ 節約モードの選択画面は、印刷の操作を行うたびに表示されま

すが、機能を一時的に停止することも可能です。手順は「３-１ 節

約機能を一時的に停止する」を参照してください。 
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２-３ Windows 8 でエコぷりんと 5 Auto を使用する 
Windows 8 の環境では、エコぷりんと 5 Auto はデスクトップアプリケ

ーションとして動作します。節約印刷の手順は、「２-２ エコぷりんと

5 Auto の使用方法」でご案内した通りですが、Windows Modern UI 

Style に対応したアプリケーションで印刷を行った場合は、デスクトッ

プ画面に移動して節約モードを選択する必要があります。ここでは、

例として「地図」のアプリケーションで開いた画面を節約印刷する手

順をご案内します。 

 

※ Windows Modern UI Style に非対応のアプリケーションで印刷する

場合は以下の操作は必要ありません。 

 

(1) スタート画面から「地図」を選択します。 
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(2) 「地図」の画面が開きます。 

 
 

(3) マウスポインタを画面右下に移動し、「デバイス」を選択します。 
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(4) ご使用のプリンタを選択後、「印刷」をクリックします。 

 
 

(5) スタート画面に戻り、デスクトップ画面を開きます。または、「地図」の

画面から直接デスクトップ画面に移動します。 
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(6) デスクトップ画面でモードを選択します。これで節約印刷が開始さ

れます。 

 
 

「地図」以外に、写真を開くための「フォト」や、PDF ファイルを開くた

めの「リーダー」などが Windows Modern UI Style に対応したアプリ

ケーションの一例です。これらのアプリ経由で表示された画面を節

約印刷する場合は、上記の手順で行ってください。 
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第３章 その他の操作 
 
３-１ 節約機能を一時的に停止する 

ここでは、エコぷりんと５ Auto の機能を一時的に停止する手順をご

案内いたします。 

 

(1) [スタート ]-[すべてのプログラム ]-[ecoPrint5 Auto]-[ecoPrint5 

Auto サービスの停止]をクリックします (Windows 8 では、スタート

画面から[ecoPrint5 Auto サービスの停止]を選択します)。 

 
 

(2) 以下のメッセージが表示され、節約機能が停止されます。 

 
 

※ 停止前に印刷対象のファイルをすでに開いていた場合は、いった

ん閉じて、再度開き直してからお試しください。それでも節約モード

の選択画面が表示される場合は、いったんログオフし、ログインし

なおしてからお試しください。 
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※ 以下の画面が表示された場合、「はい」をクリックすると、サービス

が停止されます。 

 
 

(3) 再度、節約機能を有効にする場合は、[ecoPrint5 Auto サービスの

開始 ]をクリックします。 (Windows 8 では、スタート画面から

[ecoPrint5 Auto サービスの開始]を選択します。) 

 
 

(4) 以下のメッセージが表示され、節約機能が開始されます。 
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３-２ 使用期限の延長について 
本製品の使用期間は１年間です。使用期限の 30 日前になると、PC

の起動時に以下のような、使用期限の延長を促すメッセージが表示

されます。 

 
 

更新用のインストールキーをご購入いただくことで、使用期間を 1 年

間延長することができます。更新用のインストールキーは、以下のサ

イトからご購入いただけます。 

 
http://www.lifeboat.jp/ep5a/ep5a_buy.html 
 

ここでは更新用のインストールキー購入後、使用期限を延長する手

順をご案内いたします。 

 

http://www.lifeboat.jp/ep5a/ep5a_buy.html�
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(1) [スタート ]-[すべてのプログラム ]-[ecoPrint5 Auto]-[ecoPrint5 

Auto について]をクリックします。(Windows 8 では、スタート画面か

ら[ecoPrint5 Auto について]を選択します。) 

 

(2) [ecoPrint5 Auto について]の画面が表示されたら「登録」をクリックし

ます。 

 
 

(3) インストールキーの入力画面が表示されるので、インストールキーを

入力し、「登録」をクリックします。 

 
 

※ 以下の画面が表示された場合は「はい」をクリックします。 
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(4) 正常に登録されると以下の画面が表示されます。 

 
 

(5) 再度、[ecoPrint5 Auto について]の画面が表示されたら、使用期限

が延長されていることを確認してください。 

 
 
 



 

20 

３-３ アンインストールの手順 

 
(1) [スタート]-[すべてのプログラム]-[ecoPrint5 Auto]-[ecoPrint5 Auto 

のアンインストール]をクリックします。(Windows 8 では、スタート画面

で右クリックし、[すべてのアプリ]→[ecoPrint5 Auto のアンインストー

ル]を選択します。) 

 

(2) 確認メッセージが表示されたら、「はい」をクリックします。 

 
 

※ ユーザアカウント制御の画面が表示された場合は「はい」をクリックし

ます。 

 
 

(3) 以下のメッセージが表示されたら「OK」をクリックします。 

 
 



 

  21 

(4) 終了のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
以上でアンインストールは完了です。 
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